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専修大学外国語教育研究室・CALL 教室開設 50 周年記念講演
人間−機械−言語−社会
講師：佐藤　良明（アメリカ文学者・放送大学教養学部教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：平成 27 年 1 月 24 日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場：専修大学神田校舎 542 教室
　専修大学 LL 教室開設 50 周年とお聞きしました。今年が 2015 年ですから，
現在に至る中間点が 1990 年くらいですか。その頃，私は東京大学駒場で全
学年 3600 人を一斉に相手にする英語の授業を計画する委員をやっていまし
て，専修でコンピューターを利用した先端的な英語教育の開発を進めている
専門家がいるという話を聞いて，佐藤弘明先生の研究室におじゃましたこと
もありました。あれがもう 25 年近くも前のことかと思うと，いささか茫然
とします。
　今日は「人間−機械−言語−社会」というタイトルでのお話しを用意してき
ました。LL とは機械が人間の言語習得をアシストする施設です。コンピュー
タのアシストを得た言語習得 Computer-Assisted Language Learning が CALL 
ですね。コール──でも，誰が何を求めて「呼ぶ」のでしょう？　何が，誰を，
呼ぶのでしょう？
　LL 教室をイメージしてみてください。テープなりディスクなりに保存さ
れた外国語があって，それを再生し，目と耳を通して，脳に入れる。脳が，
新しい言語の刺激に対して反応できるようになるまで繰り返す。これが LL
教室の機能です。本の活字ばかりを通して，読むことばかりをやっていた学
習から，音声，さらには映像を通した「なまの英語」に触れる機会を，LL
教室は飛躍的に押し上げました。
　ふつう話はそこでおしまいになりますよね。機械を導入し，よりよいソフ
4トを入れて，学生の利用の便を促進する。それを全国に拡げていけば日本人
の英語の力は，実践面でもどんどん伸びていくだろう ……。
　なかなかそうは行かないんです。英語学習を進めるために，何を考える必
要があるか。「人間」です。「言語を司る脳」ではなく，人間の全体。集団の
中で，文化慣習，時代の流れ，憧れ，恐れ，ウンザリといった感情に導かれ
つつ生きている私たちの現実の姿です。
　人間は社会的な動物であって，この 50 年間，私たちの社会はずいぶん動
きました。その中での英語教育をどのようにプログラミングしていったらい
いのか，という問題について，その基盤となるような考えを，私なりに示す
ことができれば，と希望しております。
　社会に制御されながら生きる人間が，常に進化し続ける器機を備えて，ひ
とつの言語活動から，もう一つの言語活動へ幅を広げていく場としてのＬＬ。
この繋がりの関係を，こんなふうに図示してみましょう。
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　社会は人間をそのなかに収めようとします。日本人として日本社会に生ま
れると，英語を使う状況はあまりない。のみならず，日本人同士の付き合い
の中で，カタカナ英語は別として，英語らしい英語を発することに対する許
容性も高くない。昔から日本社会は，人に合わせる，外部志向性の高い社会
と言われてきました。それは今も変わっていないでしょう。空気読めよ，と
いうアレです。そんな中にあって，英語の授業の雰囲気も，どうしても，英
語を日本語に引き戻して「分かった」ということで納得しがちになりがちで
す。教師と学生がつくる日本語のコミュニケーション空間からはみ出さずに
事が終始してしまいがちです。
　そこで，擬似的な英語空間を作るために，機械に活躍してもらう。機械は
どんどん進化するという性質を持っています。しかし機会と結び付くことに
よって社会も，その中で生きる人間も変化するんですね。人間と言語と社会
がつくる日本人の学習空間全体の中に，機械を埋め込むことで，事態はどの
ように動いてきたのか，50 年前と今とを，これからふり返ることにしましょ
う。
　
　まず，機械の進化について。音声テクノロジーは，19 世紀に電話 
telephone と音盤 phonograph record の発明をもって始まりました。それが第
一次世界大戦くらいになってきますと，無線の通信が盛んになって，戦後ラ
ジオ放送が始まる。20 年代半ば頃はまさに音響革命の時代であって，日本
でもＮＨＫのラジオ放送が 1925 年に始まり，その翌年にはもうすでに英語
の講座がラジオで放送されている（とはいえ，それはまだ読解や英文法を教
える番組だったようですが）。まもなく映画もトーキーになって，スクリー
ンのスターのしゃべる英語やフランス語が日本の映画館に響くようになりま
す。
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　戦後，アメリカ占領下で英会話ブームが起こりました。「カム・カム・エ
ブリバディー」の歌で始まるラジオの英会話ブームは，よく語られますね。
次の英語ブームは，たぶん東京オリンピックの前夜でしょう。この頃私は中
学生になって英語の勉強を始めました。ラジオの「基礎英語」で発音からみっ
ちり勉強できたことが，その後の自分の人生のレールを敷きました。
　世は宇宙時代で，通信衛星が初めて，大西洋や太平洋を越えて電波を運び
ました。それと録音テープ。私が最初にカセットテープを操ったのは多分 68
年頃だと思います。それから 80 年代前夜にウォークマンのような音楽を携
行する文化が興ります。そして，CD・VCR・PC が登場し，90 年代に入る
と CALL という言葉が大学内でもそろそろ聞かれるようになってくるという
流れです。
　50 年前の社会を，紹介してみましょう。若い方にはまるで別世界に思える
かもしれません。テクノロジーの最先端，現代ではスマホの新しいアプリで
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しょうか。世界を包む情報網 World Wide Web にいかにスマートにアクセス
してメッセージの送受信を行うか──。50 年前，人々をわくわくさせたのが
通信衛星でした。テレビ自体がまだ茶の間に入って，まだ数年という時期に，
人工衛星がアメリカの映像をライブでお茶の間に運んでくるというのは，す
ごく未来的な出来事であったわけです。
　TELSTAR という通信衛星が大西洋を結んだのは 62 年の 7 月ですが，そ
れに感動したインスト・バンドが「テルスター」という曲を吹き込んで，そ
れがイギリスでもアメリカでも，チャートの 1 位になる。それまで遠かった
二つの国が，ニュー・テクノロジーの介在で，一瞬でつながったという興奮。
電波が見せる実況映像は直接的です。
　「繋がり」の別の例です。60 年代初頭，アメリカのミシシッピー州やアラ
バマ州といった南部の州は，北部の地域とは，違った社会を作っていました。
黒人たちが二流市民として差別を受け，その差別が制度化していた。それに
反対する公民権運動が起こります。テレビ以前の社会でも，それは新聞で伝
えられました。しかし新聞は，報道が「意見」と一体化しがちです。言葉で，
出来事を，ありのまま伝えるのは，よほどの自己抑制を必要とする。ニュー
ス映画というのもありましたが，そこでかかるのは，少し前の出来事です。
すでに知ってる話の映像バージョン。人種分離に反対する黒人たちのデモに，
警察犬がけしかけられ，消防のホースが浴びせられるというニュースが，そ
のまま茶の間に届くということの効果は直接的です。これはひどい，と，見
ている人に行動をうながすところがある。「私たちが南部に行って，バスや
レストランの黒人専用席に座っちゃおうか」と，アクションに走る学生が出
てくる。するとそのようすがまたテレビに映る。
　時代のテーマが浮かんできますね。「メディアが距離を縮める」──必ず
しも地理的な距離にとどまりません。隔絶されていた関係が縮まるというこ
と。人と人とが繋がるということです。
　このテーマを，この時代，誰よりもドラマチックに発した演説が歴史に
残りました。1863 年のリンカーンのゲティスバーグの演説と並んで有名な，
8100 年後，1963 年のマーティン・ルーサー・キング牧師の演説です。白人の
子と黒人の子が同じ兄弟愛のテーブルにつく夢を語りました。
　　I have a dream that one day on the red hills of Georgia, 
　　the sons of former slaves and the sons of former slave owners 
　　will be able to sit down together at the table of brotherhood.
　これが 63 年の 8 月，私は中学 1 年生です。3 ヶ月後，太平洋上に打ち上げ
られた静止衛星リディ 1 号により，日米間の最初の宇宙中継が実現します。
その日に送られてきたコンテンツが，奇しくもケネディ暗殺の映像でした。
同じ秋，イギリスに Beatlemania という未曾有の現象が起こります。ロック
バンドの 4 人組に対して，十代半ばの少女らが，一種のマスヒステリアを巻
き起こす。電波映像は，その熱狂を世界に伝えます。レコードも飛ぶように
売れ，64 年，65 年，66 年と，日本を含む自由主義世界全体に，ビートルズと，
ビートルズのようなローカルバンドが 8 ビートの興奮を巻き起こしていきま
す。
　ビートルズの初期の曲は，歌詞の面でどういう特徴を持っていたか，私
はかつて『ビートルズとは何だったのか』（2006）という若者向けの本で論
じたことがあります。ひと言で言えば，キーワードは connected。“I want to 
hold your hand” にせよ，“Please please me like I please you” にせよ，繋がり
の希求や喜び，繋がっていないことの不満を訴える歌が，デビュー時のビー
トル・ソングのほとんどを占めている。歌詞だけじゃありません。〈From 
Me to You〉という曲の “Just call on me” というところとか，これ，いまは何
てことないでしょうが，この時代には，黒人ぽく聞こえた。ブルース音階の
節回しなんです。その黒人文化の産物を自分たちのものとして白人の少女に
届ける意味でも，文化間の距離を無化する歌だったということができます。
ビートルズというバンドが，国境を越えて世界に熱狂を拡げたのは，そんな
時代精神を反映した出来事でした。
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　その 1963 年に中学 1 年で英語の学習を始めることができたのはラッキー
だったと思います。海外への憧れが，私は人一倍強い少年でした。
　1963 年の「テレビ英会話初級」のテキストの画像です。田崎清忠先生の声
はよく覚えています。私がこの年聞いていたのはラジオの「基礎英語」でし
た。芹沢栄先生と，お相手がクレメンツ先生というイギリス人の女の人。翌年，
というと東京オリンピックの年ですが，アメリカ人女性がお相手に変わりま
した。
　英語は，素敵な世界との繋がりのための手段でしたが，地方の都市に外国
人はほとんどいなくて，ラジオとテレビの教育番組しか，生の英語の習得の
場はなかった。ＮＨＫもちゃんと「教育テレビ」というチャンネルを用意し
ていました。いまそれは「Ｅテレ」になってしまいましたね。「国民を教育する」
みたいな，上から目線はいかんと。語学番組でも，いかに，楽しく，学習負
担を減らして，楽しんでもらえるか──そういう姿勢で番組を作っているよ
うです。学習負担が減ったのでは英語の習得からするとマイナスですが，「向
上」や「鍛錬」とは別の価値──視聴率とか，お客様の満足度とか──が世
の中を動かすようになったということで，これは仕方ないのでしょう。
　
　当時お金のある人で英語をマスターしようとして買い込んだ，定評のある
教材が，SPレコード 16枚入りで売っていました。「リンガフォン」と言います。
Since 1901.  レコードの最初期の時代，Linga-phone という，言語と音とを結
びつけた言葉が，製品名になったわけです。
　私が高校時代は，音声教材もレコードから磁気テープへの移行時期でした。
注文して手に入れたのは，南雲堂英和対訳シナリオシリーズというもので，
映画のシナリオが対訳になっていて，ある部分，15 分くらいですが，その音
声を収めたオープンリールのテープがついていました。シナリオは何冊か学
習しましたが，オードリー・ヘップバーンの「昼下がりの情事」は，テープ
も注文しました。そこに，ゲーリ ・ークーパーのホテルの部屋での会話が入っ
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ていて，スリッパを探すオードリーがこんなことをセリフが入っていたのを
今でも憶えています。
　　It’s funny how things keep disappearing here.
　高校生の私には，funny と strange が同じ意味だということも発見でしたし，
It … that 構文というのは教わっていたけれども，that だけじゃなくて，how 
もこういう風に使うんだということも発見でした。この構文，今もきちんと
教えられているようには思えません。
　映画の中で女優がしゃべる，スリッパがどうしたという会話が，自分にとっ
て輝いていたなんて，今考えるとおかしい話ですが，そんなふうにして，ア
メリカとつながることができたということに，私は興奮していたわけです。
映画のコンテンツも，しっかりとドラマの対話を収めていて，学習向きでし
た。今の映画のサウンドは，脳の中の，言語中枢よりも感情の中枢を直撃す
る傾向が強いですね。ハキハキしゃべる役はなんか野暮ったい。ささやきや，
つぶやき，ため息，怒声，そんなものが映画のサウンドトラックを占めるよ
うになりました。英語学習者には，ちょっと不向きです。
　1965 年，音声と快楽をめぐるテクノロジーは単純でした。ギター弦の振動
をアンプで電気的に拡大することで，私たちは興奮していたわけです。今か
らちょうど 50 年前，これが 1965 年の 1 月に大ブームとなったベンチャーズ
の日本公演の写真。
　彼らが演奏したのは主に，サーフロックと呼ばれるカリフォルニアの若い
バンドによるヒット曲です。15 歳くらいのメンバーもいるような，ほとんど
アマチュアのグループが演奏する，すごい単純なつくりの曲が，エレキとド
ラムの刺激によって，新しい時代の象徴になる。弦を弾いてみると，ボーン
となる。その楽器は，豊かな家の高校生なら手に入る値で売られていた。そ
れを買って，バンドを組めば，大人たちのかったるい生活とは違った感覚
の世界が手に入る。その感覚世界は，イメージの中で，英語でできていま
した。
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　エレキ・サウンドをバックにした歌謡曲です。〈涙の太陽〉といいます。
歌詞が英語ですね。日本語版も出たのですが，英語の方が売れたようです。
日本で作られたこの英語の歌の詞のクレジットは，R. H. Rivers となってい
ますが，この人は日本人の「湯川れい子」さん。湯川を hot river と訳して，
Reiko Hot Rivers としゃれた。冗談みたいですが，そのくらい，洋楽への一
体化願望が英語との一体化願望とつながっていたともいえます。湯川さんが
見いだしたこの歌手は，イギリスから来たハーフです。エミー・ジャクソン，
“Take me, take me” で始まる歌詞が，ちょっと「タイク・ミー」のように聞
こえますね。
　1965 年夏のアメリカ東海岸のリゾート地，ニューポートでのフォーク・フェ
スティバル。音楽の電化が，ここで，ある種の階級差のぶち抜きみたいな意
味合いを持ちました。ボブ・ディランがここでエレキギターを持って登場し
たことが，現在でも，大きな出来事として語り継がれています。なぜか。
　それまで彼はフォークシンガーとして，知的で，caring で，人民と連帯し
てより良き世界の為に歌を歌うという音楽をやっていました。それが，ロッ
クの世界に混ざって，黒人の R&B に感化した白人の，享楽志向の青年たち
と合流する。音楽の階級差の解消を意味する出来事といえるでしょう。右下
の図はホークス，後のザ・バンドです。ディランはピータ ・ーポール＆マリー
の仲間から，境界線を踏み抜いて，やがて，このザ・バンドと，アメリカの
民衆の音楽伝統を，ロックという枠組の中で追求していくことになる。つま
り，比較的エリート層の若者たちと，大衆層の若者達がつながって，過去の
音楽とは決定的に違う，新しい快楽のサウンドを追求し始める，これがロッ
ク革命の意味だと，私は考えています。
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　ビートルズは，さらに大規模な形で世界史上の変革を体現しました。彼ら
はイギリスで最高の外貨獲得者となった。かつてのイギリスは産業革命発祥
の地として，たとえば，綿花を織物にして外貨を稼いでいました。その綿花
はアメリカ南部で栽培され，その労働は，アフリカから連れてこられた人々
によって支えられていました。リバプールの港は，綿花の入港と綿織物の出
港で栄えていたのです。
　イギリスは世界に広がる「帝国」から，小さな島国になってしまいます。
落ちぶれた港町リバプールから出てきたのがビートルズでした。彼らは何に
よって外貨をかせいだか。綿花に変わってアメリカ南部からやってきた黒人
のリズム＆ブルースを加工した音楽によってです。労働者階級出の彼らが，
レコーディングスタジオで歌って演奏する，そのことで巨万の富をイギリス
にもたらすことになった。
　産業革命は，人々をブルジョワとプロレタリアートに分けたのでしたね。
ブルジョワは，コンサートホールなどに正装して集い，背筋を伸ばしてオペ
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ラやメンデルスゾーンのコンツェルトのような音楽を聴いた。労働者や農民
は，しかし別の伝統の音楽をやっていました。その音楽は録音もされずに消
えてしまったものがほとんどで，20 世紀の人は，アイルランドの田舎や，ア
メリカのアパラチア山脈に残っていた田舎の音楽から，その姿を再構築する
しかありません。これは 1920 年代のアパラチア地方の人が演奏している〈Old 
Joe Clark〉 という伝統的な民謡（フォークソング）です。ビートルズの〈Get 
Back〉と聞き比べて下さい。節回しは似てますね。拍の取り方は少々違いま
す。ビートルズには，アメリカでアフリカ人の子孫として生きてきた人たち
が開発した，拍を前倒するシンコペーションの感覚が強く滲んでいます。こ
の拍取りは，現代の私たちの標準になってしまっているので，単にふつうに
聞こえるだけですけれども。ロック以前の，音楽が階級で別れていたときの
耳には，なにか体制転覆的な，脅威の響きをともなっていました。私より上
の年代の人たちは，ビートルズが，なんだか分からないが，やたらうるさくて，
けしからん存在に見えた経験をもっているはずです。
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　ビートルズの面々が，メディアによって繋がれた新しい世界を祝福するア
イドルとして最高に輝いたのは，イギリスＢＢＣを中心に，世界 24 か国を
つないで実現した「Our World」という番組かもしれません。日本では早朝
の放送でした。1967 年 6 月，高校 2 年のとき，学校に行く前に起きて見たの
を覚えています。”All You Need Is Love” の収録風景をやっていました。電波
でつながれた世界の推定 4 億の聴衆の，中心にビートルズがいた。
　20 世紀の後半になっても「エリートたちの美学」というのが支配的であっ
て，これが，徐々に強くなる「繋がりあった大衆パワー」と対立します。か
つて「文化」は，農民や労働者層を締め出して成立する「教育のある層」に
属していました。美術・音楽・文学，みなそうです。現代のメディア社会で
はそうではありません。どれだけの人が見てくれるかが前提となります。結
果，チャートのランキングや番組の視聴率が力をもつ。ポピュラリティその
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ものが，なにかクォリティを表すように思えてくる。かつて力を持っていた
「エリートたちの美学」において，たとえばベートーヴェンは，人気ランキ
ングにおいて優るからすばらしいわけではなかった。絶対的な，芸術のクォ
リティにおいて，崇高さにおいて，他の追随を許さない存在として見えてい
たわけです。「大衆受けする」ことはむしろ，その程度のクォリティでしか
ないという，否定的なことだった。
　だから進学校の生徒は，ハイブラウなものを求めた。ヨーロッパの文学と
思想，芸術。大学の外国語の授業で，古典文学作品がテキストとして選ばれ，
その英語が理解でき，註釈を書ける人が，文学部教授として敬われ，英語の
授業を行うことをだれも不思議に思わなかった時代があったわけです。
　ビートルズという存在は，こういうエリートのポリティックスに，ことご
とく逆らう存在でした。彼らが吸収したロックンロールは，元来「リズム＆
ブルース」と呼ばれていたアメリカの混血音楽です。それはアメリカ南部に
流れついた，ヨーロッパの下層民の音楽伝統と黒人たちの身体感覚からブ
ルースが生み出され，そこにアフリカやカリブから伝わったダンス音楽も混
じって，ロックンロールが醸造され，それがレコードという形で，第二次大
戦後のリバプール港に運ばれ，労働者階級の少年たちの耳に届いた。彼らは
そこに，自分たちが気に入った，あらゆるポピュラーなスタイルを流し込み
ながら，疾走感もハーモニーの美しさももつユニークな音楽で，現地の，大
学などいかない層にファンを広げていきます。ロックはもともと，反エリー
トの意識の強い音楽だった。そこにディランや，ザ・フー，ドアーズなど，
芸術意識の高い層が合流して，60 年代後半以降の，圧倒的な音楽の流れを作っ
ていくわけです。
　これはコミュニケーションのグローバル化ということの一局面です。ロッ
クに対するノリのようなものが共有され，世界に広がっていくことで，人々
の美意識も，権力のありようも，みんな変わる。文学のありようも，英語教
育のありようも，いままでの形は維持できなくなってきます。
　5 人の日本人の顔を並べてみました。左に松任谷由実（ユーミン）とサザ
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ンの桑田佳祐，右に細野晴臣（はっぴいえんど，ＹＭＯ）とＤＪ小林克也。
みんなロックの浸透期に洋楽の世界に入りこんで，それを日本のメインスト
リームにしていった立役者です。真ん中に村上春樹を置きました。彼も，こ
れらのミュージシャンと同様の仕事を行ってきたように思われます。ロック
ンロール以降のポップな流れに身をおく人にとって，美しくてノリがよくて，
映像やサウンドが心を導くように，センスのよい世界を言葉で提供するやり
方を，この人は世界に示してきました。
　これらの人々が若い世代の支持を集めて注目される仕事をしてきたのが，
70 年代，80 年代，90 年代。英語教師にとって，この時代の学生を教えるの
は，比較的楽だったのではないでしょうか。学生たちは，洋楽や外国映画に
傾倒していた。それらのサウンドやイメージには，英語がまとわりついてい
て，その英語の魅力が学生をＬＬに向かわせた。それで実際，どれだけ，英
語の力を身につけることができたかは知りません。捻りはちまきで受験勉強
というのはよくありましたが，そのイメージが「ＬＬ教室」にないのは，ど
うしてでしょう。まあ，どれだけの英語力をつけることができたかという結
果は別として，学生たちの気持ちが米欧に向いていた時代，ＬＬ派の先生達
が，時代の流れを味方につけて闘うことはやりやすかった。音声重視の授業
を，「役立たずの訳読授業」と対置させ，新世代の学生の英語ペラペラ願望
をサカナに受講者を増やすことには，問題なかったはずです。
　さて 90 年代。また時代が動きます。冷戦構造が集結するとはどういうこ
とかと言いますと，これは世界が平坦になったことを意味します。それま
で「アメリカ化」することが，世界の若者にとって，トレンドの指標だった。
それは問答無用にかっこよかった。それがそうではなくなり，若者の音楽市
場も，それまでなら洋楽を聴いたはずの層まで，J-POP のマーケットに採り
入れられていく。これは 1993 年，94 年位あたりを境に生じた出来事ですが，
ちょうど同じころアメリカではカントリー市場がぐっと広がっていきまし
た。世界を席巻するロック系ポップスのパワーが落ちて，アメリカの一つの
ローカルな地域としての側面が浮上したことの証しです。と同時に，この時
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代，音楽が，コンテンツ産業として認識され始めます。なにか車と同じように，
輸出を競う感じになってきた。
　日本人が J-POP にプライドを持つというのは，歴史的にみて大きな変化で
す。日本の歌謡史を見ていきますと，淡谷のり子の昔から，アメリカの輝きを，
日本の少女が，それなりに映し出すというパターンが続いてきました。淡谷
のり子のブルースにしてもそうだったし，笠置シヅ子のブギも，それから弘
田三枝子のティーンズ・ポップも，アメリカ感覚を完全に自分のものにして
曲作りを行ったユーミンも。90 年代の安室奈美恵にしても，ブラック・コン
テンポラリーのイメージをまぶして，それに同化しているということが売り
でした。そのあたりまでのアーティストはアメリカを輝かせていた。
　MISIA と宇多田ヒカル，椎名林檎の時代になって，アーティストの売り方
が変わったように思います。Sakura とか「歌舞伎町」とか，日本らしいイメー
ジを核にして，サウンドは，まったく自由。ロックをやっても，Ｒ＆Ｂ風の
歌い方をしても，日本人が背伸びして …… という感覚は消滅した。アメリ
カとの距離は埋まったというのが，現実かどうかはわからないけれど，意識
の実態としてはそうなんでしょう。感覚がグローバル化された世界で，企業
が顧客の囲い込み競争をやるわけです。言語の壁は，日本企業にとって，当
然有利に働きます。もう米日の差はないんだ，とか，外国人はこんなに日本
が好きだとか，そんなメッセージをメディアが好んで流す。世界がつながり
あって同質になってきたことが，逆に〈内向きの社会〉を作っていく。
　ただし仕事社会では，そうはいきません。国際マーケットに打って出るた
めに，英語は，クリアすべき障壁となります。楽天のような会社が好成績を
維持するには，社員の英語力が必要──ということで経団連と文科省が一致
して，英語教育を TOEIC のスコアを高める方向へと誘導していく。私の時
代には，世界との接続できたらという，個人の憧憬の上に，英語学習のモチ
ベーションが成り立った。今はそこに日本の企業利益や国益が絡んでいる。
なんとも鬱陶しいです。英語ができても，なんか，かっこよくないです。
　千年紀を境に，いろいろなものが続々登場しました。ちょっと表にしてみ
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ましょう。
 2001.1  Wikipedia 登場 
 2001.3　  Mac OS X 登場 
 2001.10  Windows XP 登場
 2001.10  iPOD（合言葉は 1000 songs in your pocket)
 2002  google が動詞として使われた最初の年
 2004  Facebook アメリカの一部の大学に浸透
 2006.7  Twitter 登場
 2006.9  Facebook 世界中の 13 歳以上に開放
 2007.6  iPHONE 登場
　まさに産業革命ですね。ちょうど 200 年前に蒸気船や蒸気機関車が出来た
ときの騒ぎに匹敵する規模でしょう。19 世紀に徐々に世界に広がっていった
工業化は，世界を持てる者と持たざる者に二分しました。その後の世界史の
軌道を決定した〈階級分化〉です。それが，工場生産によって富を生み出す
テクノロジーが社会に与えたインパクト。
　では，ネット社会はどのようなインパクトを私たちの社会に与えているの
か。大雑把でも想像をめぐらしてみましょう。インターネットに覆われるよ
うになるまで，情報や知識は，得るのに努力が必要な分，価値の源だった。
知識に近づく過程を，私たちは自己の「成長」として，よろこびをもって味
わうことができた。
　今グーグルでは一瞬にして知識が手に入ります。しかし，画面を見ている
私たちに，感激のようなものはあるでしょうか。むしろ，冗長さ（同じこと
の繰り返し），安っぽさの感覚を味わっていないでしょうか。ネットとつな
がった子供たちの集中力が落ちているという報告もあります。ネットは関心
が脇へ逸らされる世界，そしてアクセスに危険が伴う世界として，学校教育
にとってむしろ厄介物になっているという面が強い。
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　情報をめぐる環境の悪化。これが〈人間 = 言語 = 機械 = 社会〉という四
つどもえの学習空間を脅かしています。他に方法が限られていたとき，ＬＬ
での習得は，私たちを新しい，より自由な個人へと導きえた。ネットを通し
て過剰につながってしまったことで，語学学習と世界へのはばたきとを結び
つける外向きの願望が，なんだか弱まってしまっているようです。
　今世界の古書は，Google Books としてネットにあがっていて，キーボード
をいくつか叩けばいきつくことができます。かつて学者は，研究休暇に，ロ
ンドンやニューヨークの古書店を周り，ラッキーな日には，それらの一冊に
巡り会うことができました。その喜びもプライドも，現代の魔法のようなア
クセシビリティがつぶしました。
　1990 年代の，私は大学で，1・2 年生全員を相手にした統一授業の製作と
運営に翻弄されていました。当時「マルチメディア」と呼ばれた機械類が，
数人の幹部教員による授業コントロールを可能にしたわけです。何十人もの
教師が，同一教材で同時に授業するというのが，東大駒場で永く続いた〈英
語 I〉のやり方でした。大人数の教室でも，リスニング・プラクティスを中
心に授業を組むことで，学生の集中力を維持することは可能だと私たちは考
えました。しかし教材は常に学生の関心を守り立てるようなものでなくては
ならない。私は何年も，映像に接するときも，英文に接するときも，「教材
を集める」ことばかり考えて暮らしていた憶えがあります。
　いまネットを見ると，すばらしい進歩だなあという思いと共に，なんだか
力が抜けそうな思いに駆られます。たとえばこの openculture.com を訪ねて
みれば，90 年代の自分の足掻きはなんだったんだと思うくらい，立派な内容
のリスニング教養教材が，詰まっている。“1150 free online courses” とか書い
てあります。もちろん，これは英語圏の大学でやっているライブものなので，
あまり日本人向けではないのですけれども，でも，くっついていこうという
人は，全部テキストが文字化されているわけだから，出来るんです。やれば
いいだけ。中級の学習者用には，elllo.com へ行ってみれば，約 1300 の 3 分
間のスキットがあって，ベルギー人やアルゼンチン人やモンゴル人，勿論ア
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メリカ人・イギリス人もいっぱい出てきますけれども，みんな英語で喋って
いる。オープンリールのテープ一巻を後生大事に抱えていた高校生の私がみ
たら，これだけのものがタダで手に入ることに，一瞬ヨダレを垂らすことで
しょう──それから，まあ，かなり急速に，英語に厭きて，挫折するのでは
ないかとも思います。
　現代のテレビ録画をイメージしてみて下さい。限りないテラバイトの機械
に，いくらでも動画を放り込める。保存されたデータは，ほとんど時の作用
を受け付けません。世界の土台がデータベースになりつつあって，そこには
オーディオ・ビジュアルな──何でしょう，「ジャンク」といったらいけま
せんが，とにかく何でもかんでも，どんな時代のコンテンツも片っ端から放
り込まれる。その間を，我々は，リモコン片手に自由に移動することが出来
るのだけれども，行き先が見えない。
　巨大なデータベースに接続して生きる私たちの時の進行が，今までの社会
とは，違ってしまったことを考えてみましょう。これを私が意識した最初は，
1995 年にビートルズが「新曲」を出した時です。ジョン・レノンはその 15
年前に死んでいます。彼の残したテープを下に，残り 3 人が曲を仕上げ，デ
ジタル操作で声を混ぜ，プロモーション・ビデオを作って売り出したところ，
それはもう「レジェンド」ですからよく売れました。ビートルズとかストー
ンズくらいになると，もう落ち目にならないんですね。過去の録音の所有者
は，何かを記念して，新しいリマスターを作れば，一定の売り上げは見込め
る。かつて時代の革新の象徴だった彼らは，いまや，時代の変わらなさの象
徴になったのかもしれない。去年は〈Magical Mystery Tour〉の新しいパッ
ケージが出ました。4人が生きていた頃，こんなものには出会えませんでした。
60 年代当時，イギリスで制作されたこのテレビアニメは，日本では 3 か月ほ
ど遅れて，一回放送したのですけれども，それを見逃してしまったらもう見
られないという状況だったんですね。私は何年もして，映画館で初めて見ま
した。
　企業が接続を求め，クリックを求めてくる，何とも鬱陶しい社会にあって，
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今若い優秀な人たちの間で，「繋がらないこと」への希求が，形をなしてき
ています。「接続過剰な世界から切断の哲学へ」へというのは，哲学者ドゥルー
ズを論じる千葉雅也さんの話題の書『動きすぎてはいけない』の帯の文句で
す。あるいは最近，東浩紀さんの『弱い繋がり』とう本が出ました。挑発的
人生論ということですが，こちらの帯には「Google が予測できない言葉を手
に入れろ」とあります。
 
　いまの学生はデフォルトで機械とくっついている。くっつきすぎている。
ビジネス・ワールドに金が流れるには，接続した人間によるコンテンツ消費
が必要だからです。そんな消費の居心地よさから，学生をたたき起こして，
英語なら英語という，違った言語活動に駆りたてる。覚えることだらけの，
辛い自己変革のために，機械とくっつく。これはきついです。彼らの欲望に
任せてできることではない。学習ソフトの進化よりも，そこに関わる教員・
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補助員の人間的アップデートが求められています。
　というわけで，ひとつ，合言葉を用意してきました。
　CALL から HALL へ。
「ホール」とは，Human-Assisted Language Lab。〈人間−機械−言語−社会〉
の全体が，巨大な保存情報を中心に巡りだした今，社会の中の人間が，機械
と結びついた人間の新言語活動を促進していくのか。ゲーム機やラインとな
かば一体化した子供たちの頭脳活動を，どうやって言語習得の場（hall）へ
と牽引していくのか。
 「ホール」とは，コンサートホールのような社会性を持つ場のこと。人々が
集まり，機械を通して，新しい言語で繋がりあう場を「ラングイッジ・ホール」
としてイメージしてみましょう。
　そこへ学生を引っぱってくるのは制度です。単位を出す大学という制度。
しかし「馬を井戸まで引いていくことはできるが，無理やり水を呑ませるこ
とはできない」という諺があります。どうやって学生に喉の渇きを生じさせ
るのか。それは半分，機械のソフトウェア（教材のプログラミング）の問題
でしょう。残りの半分は，やはり現場の教師のパフォーマンスに掛かってい
ると思います。いくらユーザー・フレンドリーな機械があったとしても，指
導者が学習者とのインターフェイスになって学習の進行を支援する人間の必
要性は減じません。その人は，必ずしも英語の達人でなくてよい。ただし，
機械と人間との縁をとりもち，ストレスを軽減しながら，ラボ教室──とい
うか言語と機械と人間が一体化した小社会としての HALL ──の効力を高
めていく能力は，必要です。それは DJ としての資質みたいなものでしょう
か？　だとしたら，英語がペラペラであるくらいの素養はあった方がいいの
でしょう。しかし HALL における教師の機能は，あくまで，全体のコーディ
ネーションです。
　［人間−機械−言語−社会］のシステム全体における私たちの機能は，機械
的なものであってはならない。人間的な応対性（responsibility） が，以前に
まして，必要になっています。
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付記：講演の文字起こしは専修大学経済学部国際経済学科 2 年の磯部歩さん
によるものです。本稿はそれに基づいて考えを整理した部分を含みま
す。記して謝意を表します。
※講演時に使用した図・画像・写真等は一部省略しています。
　
